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 小学校はバウンドさせて打ち合うࣉレルボールが中学年で行われていました。授

業のᫎീからは、よくᙎࡴボールが使われているように見えました。さらに、➨㸰

触球⪅は┤᥋打ち返すのではなく、࢟ャッチ㸤スࣟーのルールを取り入れていまし

た。これらは苦手なඣ❺もࣉレルボールのゲームに参加できるように配慮されたも

のです。しかしながら、なかなかボールを強く打つのは難しそうでしたし、打ちや

すいボールを投げてあげることもできないඣ❺が見ཷけられました。先生が実際に

♧範しながらㄝ᫂していらっしࡷったのですが、ඣ❺はᶍೌするのがᅔ難なようで

す。中学年のඣ❺は、ちࡻうど小学校入学からࢼࣟࢥ⚝のᙳ㡪をཷけており、必要

な運動⤒㦂がḞⴠしていたかもしれません。 
 こうしたඣ❺・生徒の実ែから、小学校から高等学校と学習がつながって῝ま

っていき、生ᾭにわたって㇏かなスポーࢶライࣇを実⌧する㈨㉁・能ຊを育てるた

めにはどうしたらよいのでしࡻうか。もちࢁん、基ᮏⓗな技能を㌟にけることは

య育で育てる㈨㉁・能ຊの目標としてᥖげられていますし、㌟య運動をእしてしま

ったら、教科としてのయ育の⊂自ᛶもኻわれてしまいます。しかし、ㄡもが公式の

ルールでゲームを楽しめるような技能を㌟にけられるわけではありません。そも

そもჾᲔ運動のような運動㡿ᇦは、య᧯➇技という公式のスポーࢶ✀目ྡでもなく、

使用しているჾ具も␗なっています。つまり、学校のయ育授業では公式のルールで

実施することは初めからᨺᲠされていて、その➇技の≉ᛶに触れることが求められ

ているといえます。 
 ⌧行学習指導要㡿のゎㄝでは、ࠕయຊや技能の⛬度、年㱋やᛶูཬࡧ㞀ᐖの有↓

等にかかわらず、運動やスポーࢶのከᵝな楽しみ方をඹ有することができるよう配

慮するࠖことがᨵゞの㊃᪨として述べられています。このことを㋃まえると、中学

校の授業で取り入れられていたࣁࠕンデ࢟ャッࠖࣉのような方法もよいと思いま

す。ただ、ࢿットᆺの≉ᛶ、すなわち打ち合える基ᮏⓗな技能に基づいて、┦手に

ラࣜーを中᩿させるという➇தを楽しめるようなࣁンデ࢟ャッࣉになっていた

か、ၥに感じることもありました。 
 このように⪃えてくると、４㸫４㸫４のⓎ達ẁ㝵のまとまりに応じて、基ᮏⓗな

動きの習得、➇தを楽しめるようにࣁンデ࢟ャッࣉなどルールの工夫を指導し基

ᮏⓗな動きを活用、どうすればከᵝなே同ኈが一⥴に楽しめるかయⓗにルールの

変更などを᥈究するといった学習のつながりも⪃えてみてはいかがでしࡻうか。 
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① 授業発表 

 学 年 単   元 発 表 者 

Ⅰ 

（つながり） 
第３・４学年 

ゲ ー ム  

「 プ レ ル ボ ー ル 」 

串 間 市 立 本 城 小 学 校 

教 諭  吉 井 湧 人 

Ⅱ 

（地区） 
第５・６学年 

ボ ー ル 運 動  

「 ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル 」 

串 間 市 立 都 井 小 学 校 

教 諭  黒 原 麻 由 

 

② ワークショップ型授業研究 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 
○南 九 州 大 学 人 間 発 達 学 部  教  授  宮 内   孝 

○宮崎県教育庁スポーツ振興課  指導主事  財 津 吉 正 

司 会 者 ○宮 崎 市 立 宮 崎 東 小 学 校  教  諭  年 永 健 二 

記 録 者 
ｌ美 郷 町 立 美 郷 南 学 園  教  諭  佐 藤 優 美 

延 岡 市 立 旭 小 学 校  教  諭  菊 池 真 央 

進 行 日 南 市 立 吾 田 東 小 学 校  教  諭  日 吉 祐 太 

 

③ 研究発表 

研 究 発 表 題 目 発 表 者 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するための資質・能力の基礎を育む体育科学習の在り方 

～「ゲーム・ボール運動」における主体的・対話的な授業の展開～ 

門 川 町 立 草 川 小 学 校 

教 諭  岩 下 明 弘 

門 川 町 立 門 川 小 学 校 

教 諭  柳 田 かおり 

進行・司会者 １川 南 町 立 山 本 小 学 校  教  諭  西 村 理 恵 

記 録 者 １え び の 市 立 真 幸 小 学 校  教  諭  本 田 昭 寿 

 

研 究 発 表 題 目 発 表 者 

「アクティブ・ラーニング」によるマット運動の 
学習プログラムの有効性 

～小学校第 6 学年を対象として～ 

川 南 町 立 川 南 小 学 校 

教 諭  徳 原 宏 樹 

進行・司会者 １都 城 市 立 西 小 学 校  教  諭  井 手 省 吾 

記 録 者 １国 富 町 立 木 脇 小 学 校  教  諭  小 嶋 健 太 
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